
現
代
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
接
頭
辞
に
つ
い
て

曹

佳

楽

は
じ
め
に

漢
字
が
中
国
か
ら
日
本
に
伝
来
し
て
以
来
、
音
声
を
表
す
か
意
義
を
表
す

か
を
問
わ
ず
、
造
語
成
分
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
に

は
異
論
が
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
語
の
構
成
要
素
と
し
て
、
捉
え
方
か
ら

分
類
ま
で
、
ま
だ
研
究
す
る
余
地
は
十
分
あ
る
。

例
を
挙
げ
る
と
、
普
通
、
語
を
分
解
し
て
得
ら
れ
る
意
味
を
担
う
最
小
の

単
位
で
あ
る
形
態
素
の
中
で
、
単
独
で
語
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
語
の

中
核
的
な
意
味
を
に
な
う
も
の
を
語
基
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
単
独
で
語
を
構
成

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
形
式
的
な
意
味
を
添
加
す
る
も
の
を
接
辞
と
呼
ぶ
。

し
か
し
、
現
代
日
本
語
に
お
い
て
、
漢
語
の
構
成
要
素
で
あ
る
字
音
形
態
素

は
、
上
の
二
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
分
類
す
る
際
、
単
純
に
語
基
か
接
辞
か
を

判
断
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

二
つ
の
基
準
を
明
確
に
す
る
と
、
①
単
独
で
語
に
な
れ
る
か
な
れ
な
い
か

は
、か
た
ち
上
あ
る
い
は
使
用
度
数
で
す
ぐ
判
断
で
き
る
。し
か
し
、②
担
っ

て
い
る
意
味
は
、
実
質
的
な
も
の
か
形
式
的
な
も
の
か
で
分
け
て
み
る
と
、

結
論
は
必
ず
し
も
①
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
語
の

五
十
音
や
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
が
音
声
を
表
す
こ
と
と
違
い
、
漢そう

字
は
誕
生
し
て
以
来
表
音
兼
表
義
の
文
字
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
総

ふ
く

か

よ
う

選
挙
」
の
「
総
」、「
副
会
長
」
の
「
副
」、「
評
論
家
」
の
「
家
」、「
家
庭
用
」

の
「
用
」
な
ど
、
単
独
で
語
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
確
実
に
実

質
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
基
準
①
に
よ
っ
て
は
接
辞
と
判

断
し
て
良
い
が
、
基
準
②
に
よ
っ
て
は
語
基
と
み
な
す
の
は
適
切
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
含
み
、
漢
語
接
辞
を

巡
っ
て
、
十
九
世
紀
末
か
ら
、
様
々
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
な
お
、

「
字
音
形
態
素
」「
語
基
」「
接
辞
」
は
、
取
り
上
げ
る
文
献
に
よ
っ
て
異
な

る
呼
び
方
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
記
述
に
従
う
こ
と
に
す
る
。
そ
の
ほ

か
、
本
稿
は
前
置
に
な
る
も
の
を
中
心
に
し
て
論
じ
た
い
た
め
、
接
尾
辞
に

関
し
て
は
取
り
扱
わ
な
い
部
分
が
多
い
。

１

先
行
研
究

初
め
て
「
漢
語
接
辞
」
と
い
う
造
語
成
分
に
注
目
し
た
の
は
、
大
槻
文
彦
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が
『
言
海
』
の
巻
頭
に
掲
載
し
た
「
語
法
指
南
」（
一
八
八
二
）
で
あ
り
、

以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

漢
語
ノ
「
不
義
」
不
本
意
」
無
位
」
無
慈
悲
」
第
一
」
第
二
」
當
年
」

當
代
」
數
人
」
諸
事
」
諸
書
」
衆
人
」
衆
僧
」
ナ
ド
モ
、
接
頭
語
ナ
リ

大
槻
氏
は
、「
語
法
指
南
」
で
は
、「
接
辞
（affix

）」
と
い
う
語
を
使
用

し
て
い
な
い
が
、
日
本
語
の
八
品
詞
以
外
に
、
接
頭
語
（prefix

）
と
接

尾
語
（suffix

）
が
存
在
し
て
い
る
と
示
し
た
。
そ
の
内
、
漢
語
の
接
頭
語

に
関
す
る
記
述
は
、
初
め
て
漢
語
接
辞
が
言
語
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

次
に
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
二
十
世
紀
前
半
の
漢
語
接
辞
の
捉
え
方
に
関

す
る
研
究
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
松
下
大
三
郎
の
『
改
選
標
準
日
本
文
法
』

（
一
九
三
○
）
で
、「
原（
１
）辞」「
完
辞
・
不
完
辞
」
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、

図
１
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
山
田
孝
雄
の
研
究
で
あ
る
。
山
田
氏
は
『
日
本

文
法
学
概
論
』（
一
九
三
六
）
の
第
二
十
六
章
に
お
い
て
、「
接
辞
」
の
概（
２
）念

を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
接
頭
辞
と
接
尾
辞
と
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
類
し
た
も
の

で
、
図
２
で
あ
る
。
ま
た
、『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』（
一
九
四

○
）
で
は
、
修
飾
部
分
と
被
修
飾
部
分
の
意
味
的
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。

図
１

図
２

二
十
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
国
立
国
語
研
究
所
が
行
っ
た
大
規
模
語
彙
調

査
が
、
語
彙
研
究
に
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
ま
ず

目
に
付
く
の
は
、『
講
座
現
代
国
語
学
Ⅱ
こ
と
ば
の
体
系
』
に
お
け
る
「
語

構
成
の
特
質
」（
一
九
五
七
）
で
、
斎
賀
秀
夫
が
語
構
成
を
論
じ
る
際
の
三

つ
の
視
点
で
、
①
語
の
結
合
力
、
②
語
結
合
の
形
式
、
③
語
結
合
の
意
味
的

関
係
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
視
点
に
関
す
る
記
述
は
、
語
構
成
論
の
中
で
初

め
て
漢
語
接
辞
の
特
質
を
明
確
に
論
じ
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
そ
の
次
に
、

七
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
野
村
雅
昭
の
一
連
の
漢
語
研
究
が
著
し
い
。
野

村
氏
の
研
究
は
本
稿
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。
そ
の
後
、
統
語
論
の
発
展
と
と
も
に
、
語
構
成
上
の
造
語
単
位
を

系
統
的
に
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
森
岡
健
二
『
日
本
文
法
体
系
論
』（
一
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九
九
四
）
に
お
い
て
、
接
辞
は
派
生
辞
に
含
ま
れ
、「
亜
熱
帯
・
過
保
護
・

急
斜
面
」「
運
転
手
・
近
代
的
・
建
築
材
」
な
ど
、
二
字
熟
語
が
基
に
な
っ

て
、
語
頭
又
は
語
尾
に
漢
字
形
態
素
を
添
え
る
も
の
で
、「
御
」
以
外
の
漢

語
系
接
辞
を
、
準
接
頭
辞
あ
る
い
は
準
接
尾
辞
と
呼
ん
で
い
る
。
森
岡
氏
は

「
準
接
辞
」
の
概
念
を
指
摘
し
、
漢
語
系
接
辞
と
和
語
系
接
辞
と
の
異
な
る

点
を
明
示
し
た
。
研
究
対
象
に
つ
い
て
、「
二
字
熟
語
が
基
に
な
る
」
こ
と

は
、
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
字
本
位
で
漢
語
を
考
察
す
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、た
だ
形
式
上
便
宜
的
な
手
段
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
詳
述
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
漢
語
接
辞
の
研
究
は
、
漢
語
研
究
の
流
れ
に
従
い
、
さ

ら
に
、
日
本
語
研
究
が
進
め
て
き
た
文
法
論
・
語
彙
論
・
統
語
論
の
全
体
的

な
発
展
に
従
っ
て
い
る
。
今
世
紀
に
入
っ
て
、
生
成
文
法
論
や
認
知
言
語
学

の
研
究
の
他
に
、体
系
的
な
理
論
研
究
や
個
別
的
な
語
彙
研
究
に
つ
い
て
も
、

山
下
喜
代
・
田
村
正
男
・
影
山
太
郎
・
杉
岡
洋
子
・
吉
村
公
広
な
ど
の
多
数

の
研
究
者
に
よ
っ
て
優
れ
た
論
考
が
行
わ
れ
て
い
る
。

２

研
究
対
象

２
・
１

本
稿
に
お
け
る
「
漢
語
接
頭
辞
」
は
な
に
か

本
稿
は
漢
語
接
頭
辞
を
中
心
に
し
て
調
査
を
行
う
た
め
、
漢
語
接
頭
辞
と

い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
ま
ず
境
界
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
要
す
る
に
、
あ
る
造
語
成
分
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
せ
ば
「
漢

語
接
頭
辞
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
こ
と
が
本
稿
の

第
一
義
で
あ
る
。

前
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
純
粋
な
接
辞
は
実
質
的
意
義
を
持
た
な
い
が
、

そ
れ
に
対
し
て
、
単
独
で
語
に
な
ら
な
い
字
音
形
態
素
は
、
語
の
中
核
に
付

属
し
て
複
合
語
を
構
成
す
る
際
、
実
質
的
意
義
を
語
の
中
核
に
置
く
こ
と
が

よ
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
字
音
形
態
素
は
、
意
味
機
能
か
ら
見
る
と
実

質
的
意
義
を
持
つ
た
め
接
辞
と
言
え
ず
、
構
成
層
か
ら
見
る
と
単
独
で
語
と

し
て
使
わ
れ
な
い
た
め
語
基
と
言
え
ず
、
今
ま
で
の
研
究
か
ら
見
る
と
、
捉

え
方
が
か
な
り
難
し
い
。

し
か
し
、
漢
字
が
古
代
中
国
で
誕
生
し
て
か
ら
、
表
音
も
表
義
も
生
ま
れ

つ
き
の
機
能
で
あ
り
、
漢
字
の
音
・
形
・
義
三
位
一
体
の
特
質
は
中
国
語
に

お
い
て
も
日
本
語
に
お
い
て
も
少
し
も
変
わ
り
が
な
い
。
つ
ま
り
、
字
音
形

態
素
の
意
義
が
あ
る
か
な
い
か
を
問
う
こ
と
は
無
意
味
な
論
争
で
し
か
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
字
音
形
態
素
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の

か
が
重
要
で
、
分
類
基
準
に
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
扱
う
字
音
形
態
素
は
、
日
本
語
に
お
い
て
音
・
形
・

義
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
常
に
語
の
中
核
に
付
属
し
、
単
独

で
は
一
語
に
な
ら
な
い
も
の
を
、
漢
語
接
辞
と
み
な
す
。
そ
の
内
、
前
置
す

る
も
の
を
漢
語
接
頭
辞
、
後
置
す
る
も
の
を
漢
語
接
尾
辞
と
呼
ぶ
。

２
・
２

本
稿
に
お
け
る
「
漢
語
接
頭
辞
」
は
ど
の
よ
う
に
抽
出
さ

れ
た
の
か

先
行
研
究
で
言
及
し
た
野
村
氏
・
森
岡
氏
を
は
じ
め
、
最
近
の
個
別
語
彙

の
研
究
ま
で
、字
数
で
漢
語
を
分
け
て
研
究
す
る
も
の
が
多
い
。二
字
漢
語
・

三
字
漢
語
・
四
字
漢
語
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
、
漢
語
内
部
の
意
味
的
関
係

を
解
明
す
る
の
は
、
形
式
上
も
研
究
し
や
す
く
、
結
論
も
わ
か
り
や
す
い
。

し
か
し
、「
二
字
熟
語
を
基
に
す
る
」
と
い
う
前
提
で
漢
語
接
辞
を
抽
出
す
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る
こ
と
に
、
筆
者
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、「
Ｃ

（
漢
語
接

頭
辞
）
＋
Ａ
Ｂ
（
二
字
熟
語
）」
の
形
を
限
定
し
た
上
で
、
Ｃ
（
漢
語
接
頭

辞
）
を
論
じ
る
と
、
研
究
対
象
が
不
完
全
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

ぜ
ん

か

き
ゅ
う

「
全
＋
日
本
」
の
「
全
」・「
過
＋
保
護
」
の
「
過
」・「
旧
＋
勢
力
」
の
「
旧
」

ぜ
ん

は
漢
語
接
頭
辞
と
見
な
し
て
良
い
の
に
対
し
て
、「
全
＋
チ
ー
ム
」
や
「
全

か

き
ゅ
う

＋
県
」
の
「
全
」・「
過
＋
密
」
の
「
過
」・「
旧
＋
説
」
の
「
旧
」
は
漢
語
接

頭
辞
と
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
否
定
さ
れ
よ
う
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
漢
語
の
字
数
の
制
限
を
無
く
し
、
筆
者
の
研（
３
）究に

基
づ
い
て
以
下
の
よ
う
に
条
件
を
絞
っ
て
み
た
。
以
下
の
一
つ
の
条
件
さ
え

満
た
せ
ば
、
調
査
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
。

条
件
１

漢
語
接
頭
辞
の
非
自
立
性
を
保
つ
た
め
、
結
合
し
た
語
で
は
、
語
の
中
核

い
わ
ゆ
る
語
基
の
部
は
単
独
で
使
用
可
能
で
あ
り
、
漢
語
接
頭
辞
は
音
も
義

も
変
わ
ら
な
い
ま
ま
単
独
で
一
語
と
し
て
は
使
え
な
い
こ
と
。

ら
い

例
え
ば
、「
来

シ
ー
ズ
ン
」
の
「
シ
ー
ズ
ン
」
は
語
の
中
核
で
あ
り
、

ら
い

ら
い

「
来
」
は
単
独
で
一
語
と
し
て
は
使
え
な
い
た
め
、「
来
」
は
接
頭
辞
で
あ

そ
う

そ
う

る
。「
総

当
た
り
」
の
「
当
た
り
」
は
語
の
中
核
で
あ
り
、「
総
」
は
単
独

そ
う

で
一
語
と
し
て
は
使
え
な
い
た
め
、「
総
」
は
接
頭
辞
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、「
県

議
会
」
に
お
い
て
「
県
」
は
単
独
で
一
語
と
し
て
は
使
え
る

た
め
、「
県
」
は
接
頭
辞
で
は
な
い
。

条
件
２

漢
語
接
頭
辞
と
語
基
は
意
味
構
成
か
ら
見
る
と
、
漢
語
接
頭
辞
は
修
飾
部

分
で
あ
り
、
語
の
中
核
い
わ
ゆ
る
語
基
は
被
修
飾
部
分
で
あ
る
。
両
者
の
地

位
が
不
平
等
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
語
結
合
の
意
味
的
関
係
で
い
う
と
、
並

列
関
係
や
主
述
関
係
で
は
な
く
、
修
飾
関
係
で
あ
る
こ
と
。

例
え
ば
、「
爆

裂
」
は
「
爆
」
と
「
裂
」
二
つ
の
動
詞
性
字
音
形
態
素

が
爆
発
し
て
破
裂
す
る
と
い
う
並
列
関
係
か
ら
な
る
語
で
あ
る
た
め
、「
爆

裂
」
の
「
爆
」
は
接
頭
辞
で
は
な
い
。
ま
た
、「
爆

鳴
」
は
「
爆
発
音
が

鳴
る
」
と
い
う
主
述
関
係
か
ら
な
る
語
で
あ
り
、
こ
の
中
の
「
爆
」
は
接
頭

辞
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
爆

笑
」
は
「
勢
い
が
爆
発
し
て
い
る

よ
う
に
激
し
く
笑
う
様
子
」
と
い
う
意
味
で
、「
笑
」
は
「
爆
笑
」
の
中
核

で
あ
り
、「
爆
」
は
「
笑
」
を
修
飾
す
る
。
よ
っ
て
「
爆
笑
」（
連
用
修
飾
）

の
「
爆
」
は
接
頭
辞
と
言
え
る
。

条
件
１
と
条
件
２
は
、
あ
る
形
態
素
が
漢
語
接
頭
辞
で
あ
る
か
ど
う
か
の

判
断
基
準
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
次
に
あ
げ
る
条
件
３
と
条
件
４
は
、
む
し

ろ
あ
る
形
態
素
が
漢
語
接
頭
辞
で
あ
る
こ
と
の
検
証
基
準
で
あ
る
。

条
件
３

漢
語
接
頭
辞
が
単
独
で
使
わ
れ
ず
、
常
に
語
の
中
核
に
付
属
す
る
。
そ
の

接
続
機
能
を
最
大
限
に
す
る
た
め
、
結
合
し
た
語
の
字
数
を
問
わ
ず
、
漢
語

接
頭
辞
は
語
構
成
上
、
最
上
位
の
要
素
で
あ
る
こ
と
。

例
え
ば
、「
各
小
中
学
校
」
は
「
各
＋
小
学
校
＋
中
学
校
」
と
分
解
可
能

で
あ
る
が
、
語
構
成
上
、
ま
ず
「
小
学
校
＋
中
学
校
」
で
「
小
中
学
校
」
に

な
り
、
次
に
「
各
＋
小
中
学
校
」
で
「
各
小
中
学
校
」
に
な
る
。「
各
」
は

「
各
小
中
学
校
」
に
お
い
て
最
上
位
の
要
素
で
あ
る
。
図
３
で
示
す
。
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図
３

条
件
４

漢
語
接
頭
辞
の
造
語
力
を
考
慮
す
る
上
で
、
結
合
し
た
語
で
は
、
後
の
語

基
の
機
能
を
変
化
さ
せ
ず
に
漢
語
接
頭
辞
は
他
の
形
態
素
に
置
き
換
え
ら
れ

る
こ
と
。

例
え
ば
、「
約

三
十
人
」
と
「
お
よ
そ

三
十
人
」、「
急

増
」
と
「
激

増
」、「
有

期
」
と
「
無

期
」
な
ど
。

２
・
３

漢
語
接
頭
辞
の
分
類
お
よ
び
本
稿
の
研
究
方
法

漢
語
形
態
素
の
分
類
に
つ
い
て
、
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

た
の
は
野
村
雅
昭
（
一
九
七
八
）「
接
辞
性
字
音
語
基
の
性
格
」
で
あ
る
。

そ
の
研
究
に
お
い
て
、
野
村
氏
は
、
漢
語
の
接
頭
辞
を
そ
の
品
詞
性
や
意
味

に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
分
類
し
、
説
明
し
た
。

①

体
言
型
…
党
（
〜
大
会
）・
核
（
〜
爆
発
）・
都
（
〜
知
事
）・
脳

（
〜
細
胞
）・
県
（
〜
議
会
）・
女
（
〜
生
徒
）・
軍
（
〜
首
脳
）・

税
（
〜
負
担
）

こ
の
類
は
、
一
般
の
「
名
詞
＋
名
詞
」
の
構
造
を
も
つ
複
合
名
詞
と
お

な
じ
構
造
を
持
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

連
体
修
飾
型
…
大
（
〜
都
市
）・
中
（
〜
学
校
）・
小
（
〜
規
模
）・

高
（
〜
気
圧
）・
低
（
〜
姿
勢
）・
新
（
〜
幹
線
）・
古
（
〜
美
術
）・

重
（
〜
機
械
）・
軽
（
〜
金
属
）・
好
（
〜
記
録
）・
悪
（
〜
天
候
）・

長
（
〜
距
離
）・
短
（
〜
時
間
）・
名
（
〜
選
手
）・
同
（
〜
年
配
）・

乱
（
〜
気
流
）・
活
（
〜
火
山
）

こ
の
類
は
、和
語
複
合
名
詞
の
「
形
容
詞
（
形
容
動
詞
）
語
幹
＋
名
詞
」

の
構
造
に
擬
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
乱
・
活
」
の
よ
う
に
、

動
詞
的
な
も
の
も
ふ
く
ま
れ
、「
追
（
〜
起
訴
）」・「
誤
（
〜
操
作
）」

の
よ
う
な
連
用
修
飾
的
な
結
合
関
係
を
も
構
成
す
る
。

③

連
用
修
飾
型
…
再
（
〜
検
討
）・
最
（
〜
年
少
）・
既
（
〜
発
表
）

こ
の
類
は
、
副
詞
訓
と
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
数
は
少
な
い
。

後
の
部
分
語
基
に
、
動
詞
・
形
容
詞
を
従
え
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
上

に
述
べ
た
②
と
合
わ
せ
て
一
類
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

④

連
体
詞
型
…
同
（
〜
議
員
）・
本
（
〜
○
日
）・
前
（
〜
会
長
）・

現
（
〜
総
裁
）・
旧
（
〜
陸
軍
）・
今
（
〜
国
会
）・
来
（
〜
シ
ー

ズ
ン
）・
故
（
〜
○
○
氏
）・
副
（
〜
総
理
）・
準
（
〜
決
勝
）・
全

（
〜
日
本
）・
総
（
〜
選
挙
）・
各
（
〜
省
庁
）・
両
（
〜
陛
下
）・

諸
（
〜
外
国
）

こ
の
類
は
、
種
々
の
も
の
が
含
ま
れ
、
も
っ
と
も
問
題
が
多
い
。「
本

（
〜
会
議
・
〜
場
所
・
〜
調
子
）」
の
「
本
」
を
、
②
と
④
の
ど
ち
ら

に
属
す
る
か
と
言
う
点
で
、
問
題
が
残
る
。
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⑤

用
言
型
…
反
（
〜
政
府
）・
超
（
〜
党
派
）・
対
（
〜
共
産
圏
）・

有
（
〜
意
義
）・
過
（
〜
保
護
）・
要
（
〜
注
意
）

こ
の
類
は
、
動
詞
性
の
前
部
分
語
基
と
名
詞
の
後
部
分
語
基
と
の
あ
い

だ
に
、意
味
上
の
格
関
係
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
超
（
〜
満
員
）」・

「
反
（
〜
主
流
）」
な
ど
の
用
法
に
は
、
②
や
④
と
共
通
す
る
面
も
見

ら
れ
る
。

⑥

否
定
辞
型
…
無
（
〜
意
識
）・
不
（
〜
明
朗
）・
未
（
〜
発
表
）・

非
（
〜
協
力
的
）

こ
の
類
は
、
後
の
部
分
の
語
基
に
否
定
の
意
味
を
与
え
る
と
と
も
に
、

結
合
形
全
体
の
品
詞
を
か
え
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
語
基
の
性
格
に
は
、
少
し
ず
つ
差
異
が
あ
る
。

⑦

数
量
限
定
型
…
第
（
〜
○
日
）・
約
（
〜
○
分
）・
満
（
〜
○
歳
）

こ
の
類
は
、
つ
ね
に
数
詞
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

⑧

敬
意
添
加
型
…
御
（
〜
婚
礼
）・
令
（
〜
夫
人
）

さ
ら
に
前
部
分
接
辞
性
字
音
語（
４
）基の

性
格
を
分
析
し
た
結
果
、
野
村
氏
は

次
の
４
類
を
ま
と
め
た
。

⑴
体
言
的
な
語
基

⑵
修
飾
語
的
な
語
基

⑶
連
体
詞
的
な
語
基

⑷
品
詞
決
定
機
能
を
持
つ
語
基

ⅰ
用
言
性
語
基

ⅱ
否
定
辞
性
語
基
（
無
・
不
・（
未
））

本
稿
で
は
、
結
合
し
た
語
の
内
部
関
係
に
注
目
し
、
野
村
氏
の
分
類
を
再

検
討
し
た
い
と
思
う
。
日
本
語
に
お
け
る
格
関
係
を
参
照
し
、
結
合
し
た
語

を
、
格
助
詞
や
同
義
和
語
な
ど
を
利
用
し
て
明
確
な
格
関
係
を
も
つ
フ
レ
ー

ズ
に
戻
し
、
分
類
を
行
う
。

分
類
を
行
う
前
に
、
ま
ず
漢
語
が
和
語
と
徹
底
的
に
異
な
る
特
質
を
持
つ

こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
す
る
。表
音
表
義
の
漢
字
を
利
用
す
る
中
国
語
は
、

独
立
語
と
し
て
語
順
と
虚
詞
に
依
存
し
て
お
り
、
日
本
語
と
は
異
な
る
。
漢

語
一
語
は
必
ず
し
も
一
品
詞
だ
け
を
表
す
の
で
は
な
い
。

ｘ
ī
ｗ
à
ｎ
ｇ

例
え
ば
、「
希
望
」
は
名
詞
で
も
あ
り
動
詞
で
も
あ
る
。

他
对
未
来
怀
抱
希
望
。（
名
詞：

彼
は
未
来
に
希
望
を
抱
い
て
い
る
。）

希
望
我
能
再
见
到
他
。（
動
詞：

も
う
一
回
彼
に
会
う
こ
と
を
望
む
。）

ｊ
ｉ
à
ｎ
ｋ
ā
ｎ
ｇ

「
健

康
」
は
名
詞
で
も
あ
り
形
容
詞
で
も
あ
り
副
詞
で
も
あ
る
。

健
康
最
重
要
。（
名
詞：

健
康
第
一
。）

健
康
的
身
体
比
什
么
都
重
要
。（
形
容
詞：

健
康
な
身
体
は
何
よ
り
だ
。）

他
健
康
地
成
长
。（
副
詞：

彼
は
健
康
に
成
長
し
て
い
る
。
／
彼
は
よ
く
成

長
し
て
い
る
。）

ｈ
ǎ
ｏ

「
好
」
は
形
容
詞
で
も
あ
り
副
詞
で
も
あ
り
助
動
詞
で
も
あ
る
。

这
是
个
好
办
法
。（
形
容
詞：

こ
れ
は
い
い
方
法
だ
。）

那
个
人
好
奇
怪
。（
副
詞：

あ
の
人
は
す
ご
く
怪
し
い
。）

你
早
来
三
十
分
钟
，
我
好
准
时
下
班
。（
助
動
詞：

私
が
定
時
に
退
勤
で
き

る
よ
う
に
、
３０
分
前
も
っ
て
来
て
下
さ
い
。）

そ
の
た
め
、
日
本
語
に
お
け
る
漢
語
の
品
詞
は
唯
一
で
は
な
い
。
本
稿
で

は
後
置
す
る
語
基
の
品
詞
の
み
に
注
目
す
る
よ
り
も
、
前
に
あ
る
漢
語
形
態

素
の
品
詞
を
絞
っ
て
か
ら
分
類
を
行
い
、
さ
ら
に
接
頭
辞
と
見
な
し
て
良
い

も
の
の
接
続
機
能
を
探
る
。
取
り
扱
う
複
合
語
は
野
村
氏
の
研
究
で
扱
わ
れ

た
語
に
加
え
て
、『
大
辞
林
（
第
二
版
）』（
一
九
九
五
）・『
広
辞
苑
（
第
六
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版
）』（
二
○
○
八
）・『
新
明
解
国
語
辞
典
（
第
七
版
）』（
二
○
一
二
）
に
お

い
て
、「
漢
語
接
頭
辞
＋
語
基
」
と
見
な
し
て
い
る
も
の
か
ら
抽
出
し
た
。

分
類
１

「
形
容
詞
（
形
容
動
詞
）
性
字
音
形
態
素
＋
語
基
」

こ
の
類
は
、
意
味
上
対
称
的
な
ペ
ア
か
グ
ル
ー
プ
に
な
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
字
音
形
態
素
は
和
語
形
容
詞
に
変
え
ら
れ
る
。
あ
る
意
味
で
、「
和
語

形
容
詞
・
形
容
動
詞
＋
修
飾
語
」
か
ら
な
る
「
一
字
漢
語
＋
修
飾
語
」
と
い

う
省
略
語
と
言
え
る
。
本
稿
で
は
、
結
合
し
た
語
を
省
略
か
ら
の
形
容
詞
訓

と
見
な
し
、「
漢
語
接
頭
辞
＋
語
基
」
と
し
て
扱
わ
な
い
。

例
え
ば
、

大
（
〜
都
市
）＝

大
き
い
都
市
・
中
（
〜
学
校
）・
小
（
〜
規
模
）

高
（
〜
気
圧
）＝

高
い
気
圧
・
低
（
〜
姿
勢
）

新
（
〜
幹
線
）＝

新
し
い
幹
線
・
古
（
〜
美
術
）

重
（
〜
機
械
）＝

重
た
い
機
械
・
軽
（
〜
金
属
）

好
（
〜
景
気
）＝

よ
い
景
気
・
悪
（
〜
天
候
）

長
（
〜
距
離
）＝

長
い
距
離
・
短
（
〜
時
間
）

な
ど
。

そ
の
ほ
か
、

怪
（
〜
事
件
）＝

怪
し
い
事
件

名
（
〜
演
技
）＝

有
名
な
演
技

な
ど
。

分
類
２

「
副
詞
性
接
頭
辞
＋
語
基
」

こ
の
類
は
先
行
研
究
か
ら
み
る
と
、
分
類
が
最
も
複
雑
で
あ
り
、
副
詞
訓

と
認
め
ら
れ
接
頭
辞
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
研
究
も
あ
る
た
め
、
分
類
す
る

際
、
中
国
語
の
副
詞
分
類
を
参
照
し
、
以
下
の
よ
う
に
７
つ
に
小
分
類
し
た
。

ま
た
、
詳
し
く
論
じ
る
必
要
が
あ
る
も
の
は
下
線
を
引
き
、
い
く
つ
か
を
問

題
に
し
、
後
文
で
述
べ
る
。

小
分
類
２
・
１

「
程
度
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

極
（
〜
悪
）・
過
（
〜
飽
和
）・
最
（
〜
優
先
）・
凖
（
〜
社
員
）・
亜
（
〜

熱
帯
）・
超
（
〜
特
急
）・
半
（
〜
熟
）・
副
（
〜
作
用
）

小
分
類
２
・
２

「
肯
定
・
否
定
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

非
（
〜
公
表
）・
不
（
〜
可
能
）・
没
（
〜
個
性
）

小
分
類
２
・
３

「
範
疇
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

全
（
〜
チ
ー
ム
）・
総
（
〜
動
員
）・
汎
（
〜
ア
メ
リ
カ
）

小
分
類
２
・
４

「
時
間
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

再
（
〜
開
発
）・
毎
（
〜
試
合
）・
未
（
〜
完
成
）・
既
（
〜
発
表
）・
明
（
〜

朝
）・
旧
（
〜
一
万
円
札
）

小
分
類
２
・
５

「
方
式
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

激
（
〜
や
せ
）
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小
分
類
２
・
６

「
口
調
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

約
（
〜
三
時
間
）・
正
（
〜
一
合
）・
満
（
〜
○
歳
）

第
（
〜
一
位
）

小
分
類
２
・
７

「
場
所
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

環
（
〜
太
平
洋
）

分
類
３

「
名
詞
性
字
音
形
態
素
＋
語
基
」

こ
の
類
は
前
述
し
た
判
断
条
件
を
基
に
し
、
意
義
上
、
前
部
と
後
部
が
平

等
か
ど
う
か
で
以
下
の
よ
う
に
２
つ
に
小
分
類
し
た
。

小
分
類
３
・
１

「
指
示
を
表
す
接
頭
辞
＋
語
基
」

該
（
〜
人
物
）・
各
（
〜
部
門
）・
諸
（
〜
形
態
）・
前
（
〜
首
相
）・
当
（
〜

病
院
）・
本
（
〜
稿
）・
同
（
〜
議
員
）・
現
（
〜
総
裁
）

小
分
類
３
・
２

「
一
般
名
詞
ａ
＋
一
般
名
詞
ｂ
」
の
類
で
あ
る
。

こ
の
類
は
よ
く
「
名
詞
ａ
ノ
名
詞
ｂ
」
と
見
ら
れ
る
。
結
合
し
た
語
の
内

部
構
造
か
ら
見
る
と
、
名
詞
ａ
と
名
詞
ｂ
は
意
義
上
平
等
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
思
う
。
つ
ま
り
、
名
詞
ａ
と
名
詞
ｂ
の
ど
ち
ら
が
語
の
中
核
と
言
え
る

の
か
な
か
な
か
難
し
い
。
だ
か
ら
、
本
稿
で
は
、「
一
般
名
詞
ａ
一
般
名
詞

ｂ
」
を
「
漢
語
接
頭
辞
＋
語
基
」
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
。

例
え
ば
、
党
（
〜
大
会
）・
核
（
〜
爆
発
）・
都
（
〜
知
事
）・
脳
（
〜
細

胞
）・
県
（
〜
議
会
）・
女
（
〜
生
徒
）・
軍
（
〜
首
脳
）・
税
（
〜
負
担
）
な

ど
。

分
類
４

「
動
詞
性
接
頭
辞
＋
語
基
」

こ
の
類
は
格
関
係
を
基
準
に
し
て
２
二
つ
に
小
分
類
し
た
。

小
分
類
４
・
１

「
語
基
ヲ
・
ニ
接
頭
辞
す
る
」

抗
（
〜
ヒ
ス
タ
ミ
ン
）
＋
薬
・
反
（
〜
体
制
）・
被
（
〜
害
）・
超
（
〜
党

派
）・
対
（
〜
共
産
主
義
）

小
分
類
４
・
２

「
語
基
が
接
頭
辞
す
る
」

無
（
〜
免
許
）・
有
（
〜
意
義
）・
要
（
〜
注
意
）

乱
（
〜
気
流
）・
故
（
〜
○
○
氏
）

分
類
５

「
敬
意
添
加
接
頭
辞
＋
語
基
」

ぎ
ょ

ご

御
（
〜
意
）・
御
（
〜
両
親
）・
貴
（
〜
社
）・
令
（
〜
夫
人
）
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３

個
別
語
の
調
査

先
行
研
究
と
筆
者
に
よ
る
再
分
類
に
注
目
す
る
と
、
漢
語
接
頭
辞
を
巡
っ

て
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
辞
書
認
定
の
問
題

で
、
も
う
一
つ
は
類
似
関
係
が
見
ら
れ
る
複
数
の
漢
語
接
頭
辞
を
比
較
す
る

こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
二
つ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
引
き
続
き
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。

３
・
１

漢
語
接
頭
辞
の
辞
書
認
定

漢
語
接
頭
辞
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
し
ば
し
ば
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
一

つ
は
あ
る
字
音
形
態
素
が
副
詞
訓
な
の
か
、も
し
く
は
接
辞
な
の
か
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
あ
る
字
音
形
態
素
が
造
語
さ
れ
る
際
、
意
義
用
法
が
多
い
た

め
、
分
解
し
た
意
義
項
目
の
み
を
接
辞
的
用
法
と
認
定
し
て
よ
い
の
か
、
も

し
く
は
派
生
の
視
点
で
そ
の
漢
語
形
態
素
全
体
を
接
辞
と
認
定
し
た
方
が
よ

い
の
か
で
あ
る
。
本
稿
は
「
約
―
」
と
「
超
―
」
を
抽
出
し
て
、
こ
の
二
つ

の
問
題
を
述
べ
る
。

３
・
１
・
１
「
約
―
」
に
つ
い
て

筆
者
の
以
前
の
調（
５
）査で
は
、
各
辞
書
に
お
い
て
、「
約
」
は
接
頭
辞
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
前
置
す
る
場
合
、「
お
お
よ
そ
・

だ
い
た
い
」
を
表
し
、
多
く
の
辞
書
で
は
「
約
」
を
副
詞
と
見
な
す
が
、
再

調
査
を
し
た
結
果
、「
約
」
の
使
用
例
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
使
用
例

は
朝
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
イ
〉「
約
」
の
後
ろ
に
倍
数
か
割
合
が
く
る
。
こ
の
場
合
、
後
ろ
に
く
る

数
詞
は
制
限
な
し
で
、
整
数
や
分
数
や
パ
ー
セ
ン
ト
や
端
数
な
ど
が
き
て
も

構
わ
な
い
。

例：
20150202

県
警
で
の
出
動
件
数
は
昨
年
１
年
間
で
５７
件
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
を
目
的
と
し
た
出
動
件
数
の
割
合
は
約
８
割
に
上
る
。

〈
ロ
〉「
約
」
に
ご
く
普
通
の
数
量
詞
が
付
く
。
こ
の
場
合
の
数
詞
は
し
ば

し
ば
十
進
法
に
よ
っ
て
数
え
や
す
い
数
字
か
端
数
が
な
い
整
数
、
例
え
ば
、

５
・
１
０
・
２
０
・
１
０
０
。
…
…
な
ど
が
く
る
。

例：
20150103

約
１
０
０
棟
の
集
合
住
宅
が
立
ち
並
び
、
約
３
万
人

が
暮
ら
す
東
京
都
練
馬
区
の
光
が
丘
団
地
。

〈
ハ
〉「
約
」
の
後
に
、
あ
る
数
量
の
範
囲
の
表
現
が
来
る
。
大
約
の
数
の

上
限
と
下
限
が
あ
る
。

例：
20150101

〈
Ｂ
型
肝
炎
〉

国
内
の
感
染
者
は
約
１
１
０
〜
１

４
０
万
人
。

〈
ニ
〉「
約
」
の
後
に
時
間
名
詞
が
来
る
。

例：
20150101

男
は
約
２
時
間
後
に
体
調
不
良
を
訴
え
て
、
釈
放
さ

れ
同
市
内
の
病
院
に
入
院
し
た
。

副
詞
は
文
全
体
か
後
部
に
来
る
語
彙
か
を
指
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
上
の

例
文
を
見
る
限
り
、「
約
」
は
副
詞
で
あ
れ
ば
文
全
体
を
指
さ
ず
、
後
部
に
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来
る
数
量
表
現
を
指
し
て
い
る
。
数
量
表
現
は
体
言
で
あ
り
、「
約
＋
数
量

表
現
」
は
連
用
型
で
は
な
い
た
め
、「
約
」
を
日
本
語
に
お
い
て
副
詞
と
し

て
認
定
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
筆
者
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
副
詞
性
が

強
い
漢
語
接
頭
辞
だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

３
・
１
・
２
「
超
―
」
に
つ
い
て

「
超
―
」
は
、
専
門
用
語
と
若
者
言
葉
と
の
二
つ
の
ル
ー
ト
か
ら
よ
く
見

ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
「
超
―
」
を
各
辞
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
解

釈
し
て
い
る
。

⑴
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
の
記
述

①

接
頭
語
的
に

名
詞
に
付
い
て
、程
度
が
そ
れ
以
上
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を
さ
ら

に
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。「
超
満
員
」「
超
高
速
」な
ど
。

②

副
詞
的
に

俗
に
、
程
度
が
普
通
以
上
で
あ
る
さ
ま
を
強
調
し
て
い
う
。「
超
う
れ

し
い
」

⑵
『
広
辞
苑
（
第
六
版
）』
の
記
述

①

接
頭
語
的
に

程
度
一
杯
を
さ
ら
に
超
え
る
意
を
表
す
。「
超
満
員
」

ウ
ル
ト
ラ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
訳
語
。「
超
関
数
」

②

俗
に

そ
の
語
の
内
容
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
こ
と
。「
超
忙
し
い
」

⑶
『
大
辞
林
（
第
三
版
）』
の
記
述

接
頭
語

①

名
詞
に
付
く

度
が
特
に
極
端
な
も
の
で
あ
る
意
を
表
す
。「
超
満
員
」「
超
高
層
ビ
ル
」

「
超
弩
級
」

あ
る
も
の
か
ら
極
端
に
逸
脱
し
て
い
る
意
を
表
す
。「
超
現
実
主
義
」

「
超
心
理
学
」

②

動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
な
ど
に
付
く

程
度
が
は
だ
し
い
さ
ま
を
強
調
す
る
若
者
言
葉
。
す
ご
く
。
と
て
も
。

「
超
む
か
つ
く
」

⑷
『
三
省
堂
国
語
辞
典
（
第
七
版
）』
の
記
述

①

造
語
的
に

超
越
す
る
。「
超
党
派
」「
超
世
間
的
な
態
度
」

基
準
・
限
度
を
こ
え
た
。「
超
高
速
」「
超
満
員
」

ひ
じ
ょ
う
な
。「
超
急
カ
ー
ブ
」「
超
人
気
作
家
」

②

副
詞
的
に

〔
俗
〕
ひ
じ
ょ
う
に
。
と
び
き
り
。
チ
ョ
ー
。〔
１
９
８
０
年
代
に
広

ま
っ
た
言
い
方
〕

「
超
う
ま
い
」「
超
か
っ
こ
い
い
」「
超
釣
れ
た
」「
超
む
か
つ
く
」

以
上
の
辞
書
記
述
に
よ
る
と
、「
超
―
」
の
品
詞
認
定
は
辞
書
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
と
め
て
み
る
と
、「
超
―
」
は
漢
語

接
頭
辞
と
認
定
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に
三
つ
に
解
釈
で
き
る
。

Ａ
．
ウ
ル
ト
ラ
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
訳
語
。「
超
関
数
」

Ｂ
．
程
度
が
は
だ
し
い
さ
ま
。「
超
高
層
ビ
ル
」「
超
満
員
」「
超
忙
し
い
」

「
超
む
か
つ
く
」
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Ｃ
．
あ
る
も
の
か
ら
極
端
に
逸
脱
し
て
い
る
意
を
表
す
。「
超
現
実
主
義
」

こ
こ
で
意
義
項
目
Ｂ
を
詳
し
く
説
明
し
た
い
。『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第

二
版
）』
と
『
大
辞
林
（
第
三
版
）』
は
、
名
詞
に
付
く
「
超
―
」
を
別
項
に

し
た
。
し
か
し
、「
超
満
員
・
超
高
層
ビ
ル
」
な
ど
の
例
で
は
、「
満
・
高
」

の
よ
う
な
相
言
類
漢
語
が
必
ず
あ
る
こ
と
も
無
視
し
て
は
い
け
な
い
。
つ
ま

り
、「
超
―
」
は
、「
満
員
」
語
基
全
体
を
修
飾
す
る
の
で
は
な
く
、「
満
」

の
程
度
を
よ
り
一
層
高
く
す
る
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。
同
じ
く
、「
高
層

ビ
ル
」
は
語
基
全
体
を
修
飾
す
る
の
で
は
な
く
、
ビ
ル
の
「
高
さ
」
の
程
度

の
は
だ
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、「
超
満
員
・

超
高
層
ビ
ル
」
の
「
超
―
」
は
「
超
忙
し
い
・
超
む
か
つ
く
」
の
「
超
―
」

と
あ
ま
り
違
い
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
後
に
付
く
も
の
の
品
詞
に
よ
っ
て

「
超
―
」
を
分
解
す
る
よ
り
、
使
用
法
の
派
生
の
視
点
を
導
入
す
る
方
が
良

い
で
あ
ろ
う
。

３
・
２

類
似
す
る
漢
語
接
頭
辞
に
つ
い
て

語
と
語
の
間
に
よ
く
類
似
関
係
が
見
ら
れ
る
。
漢
語
接
頭
辞
の
語
群
に
お

い
て
も
、
和
語
で
説
明
す
る
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
類
似
漢
語
接
頭
辞
の
考
察
は
近
年
の
個
別
語
彙
の
研
究
に
お
い

て
、
徐
々
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
稿
は
二
組
を
対
象
に
し
て
、
類
似
漢
語

接
頭
辞
を
考
察
す
る
際
、
筆
者
な
り
の
視
点
を
述
べ
る
。

３
・
２
・
１
「
全
―
」
と
「
総
―
」
に
つ
い
て

「
全
―
」
と
「
総
―
」
は
よ
く
両
方
「
す
べ
て
」
と
解
釈
さ
れ
、
現
代
日

本
語
に
お
い
て
他
の
語
と
複
合
す
る
造
語
力
が
か
な
り
強
い
。
実
際
に
比
較

し
て
み
る
と
、
両
語
は
完
全
に
置
き
換
え
ら
れ
る
か
、
意
味
は
近
い
が
置
き

換
え
ら
れ
な
い
か
、
別
々
の
意
味
用
法
で
置
き
換
え
不
可
能
か
判
断
し
づ
ら

い
。『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
を
調
べ
た
結
果
、「
全
―
」
と
「
総

―
」
は
両
方
と
も
名
詞
の
上
に
つ
い
て
下
に
く
る
語
の
す
べ
て
を
含
む
意
を

表
す
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、「
全
〜
」
は
身
分
や
立
場
を
示
す
あ
る
範

囲
で
欠
け
た
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
を
表
す
。「
総
〜
」
は
漢
語
名
詞
の
上
に

つ
い
て
あ
る
集
団
を
お
さ
め
る
こ
と
や
ま
と
め
る
こ
と
を
表
す
。
だ
が
、
辞

書
記
述
よ
り
さ
ら
に
厳
密
な
相
違
を
探
る
た
め
、
朝
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
使
用
例
を
調
査
し
た
。
結
果
は
以
下
で
あ
る
。

接
続
機
能
上
、「
全
―
」
の
下
に
来
る
語
基
は
、
体
言
類
（
全
島

全
タ

イ
プ
）・
用
言
類
（
全
否
定

全
壊
）・
相
言
類
（
全
盲

全
快
）・
数
量
表

現
（
全
住
宅
数

全
１２
回
）
の
四
種
が
あ
る
。
一
方
、「
総
―
」
の
下
に
く

る
語
基
は
、
体
言
類
（
総
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
入
れ
歯

総
支
配
人
）・
用
言

類
（
総
行
動

総
延
長
）・
数
量
表
現
（
総
入
場
者
数

総
事
業
費
）
の
三

種
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、「
全
―
」
は
漢
語
接
頭
辞
と
し
て
、
後

に
相
言
が
来
る
た
め
、程
度
を
表
す
副
詞
性
に
お
い
て
「
総
―
」
よ
り
強
い
。

意
義
上
で
は
、
両
語
と
も
下
に
来
る
語
基
の
す
べ
て
を
表
す
が
、
語
源
と

関
係
深
い
こ
と
は
分
か
っ
た
。「
全
―
」
は
、
す
で
に
決
め
ら
れ
た
範
囲
の

す
べ
て
を
表
す
か
、
そ
の
範
囲
の
割
合
を
強
調
す
る
か
、
そ
の
範
囲
に
あ
る

１００
％
で
あ
る
か
を
指
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
総
―
」
は
各
部
分
を
統
轄
し

て
ま
と
め
る
こ
と
で
、
足
し
算
を
表
す
。

類
似
関
係
が
あ
る
漢
語
接
頭
辞
を
考
察
す
る
際
、
用
例
か
ら
出
発
し
、
接

続
機
能
の
調
査
を
通
じ
て
、
漢
語
接
頭
辞
の
語
構
成
と
性
格
が
分
か
る
。
さ
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ら
に
、
意
義
項
目
の
分
解
を
通
じ
て
、
新
し
い
語
を
複
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
類
似
漢
語
接
頭
辞
の
造
語
差
が
分
か
る
。
こ
の
二
通
り
の
考
察
が
不
可

欠
で
あ
る
。

３
・
２
・
２
「
本
―
」
と
「
当
―
」
に
つ
い
て

「
本
―
」
と
「
当
―
」
は
両
方
と
も
時
間
・
空
間
・
人
物
を
表
す
語
基
に

付
く
、
指
示
を
表
す
漢
語
接
頭
辞
で
あ
る
。
造
語
か
ら
見
る
と
、
重
な
る
語

彙
は
か
な
り
多
い
。
例
え
ば
、「
本
日
・
当
日
」、「
本
校
・
当
校
」、「
本
人
・

当
人
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
両
語
を
比
べ
る
際
、
前
文
の
「
全
―
」
と
「
総

―
」
の
よ
う
に
語
彙
中
心
の
調
査
法
の
み
で
は
な
か
な
か
区
別
が
つ
け
ら
れ

ず
、文
脈
分
析
と
指
示
詞
に
関
す
る
理
論
の
代
入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
時
間
・
空
間
を
指
示
す
る
場
合
、
使
用
例
で
は
「
当
―
」
は
前
方

指
示
と
し
て
使
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
本
―
」
は
話
者

自
身
の
立
場
を
指
示
す
る
こ
と
が
多
い
。人
物
を
指
示
す
る
場
合
、特
に
「
本

人
・
当
人
」
の
区
別
が
よ
り
複
雑
に
な
る
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
に
よ
る
と
、「
当
人
」
は
「
そ
の
事
に

直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
人
。
本
人
。
当
事
者
」
と
解
釈
さ
れ
、「
本
人
」
は

「
そ
の
事
に
直
接
関
係
を
持
つ
人
。
当
事
者
。
当
人
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

辞
書
記
述
の
み
を
比
べ
る
と
な
か
な
か
区
別
が
つ
か
な
い
。
し
か
し
、
実
際

の
例
文
を
見
る
と
、
や
や
違
う
と
こ
ろ
が
見
え
る
。
以
下
に
例
文
を
示
し
て

解
説
す
る
。

ａ
．
〜
の
意
志
が
も
っ
と
も
重
要
だ
。

ｂ
．
先
生
〜
に
聞
か
な
い
と
治
療
法
が
分
か
ら
な
い
。

ｃ
．
あ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
〜
同
士
で
話
し
合
う
。

例
文
ａ
は
「
本
人
・
当
人
」
ど
ち
ら
で
も
使
え
る
が
、意
味
は
少
し
異
な
っ

て
い
る
。「
本
人
」
を
使
う
と
、
話
者
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
さ
す
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、「
当
人
」
を
使
う
と
、
話
者
が
外
の
視
点
か
ら
発
話
し
、

話
者
自
身
を
含
め
ず
、
そ
の
事
に
関
わ
り
の
あ
る
人
を
特
別
に
さ
す
。

例
文
ｂ
は
「
本
人
」
を
使
う
。
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
今
回
の
調

査
で
は
、「
名
詞
＋
本
人
」
の
用
例
は
見
え
る
が
、「
名
詞
＋
当
人
」
の
用
例

は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
両
語
の
造
語
上
の
性
格
が
異
な
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。
も
う
一
つ
は
、「
先
生
本
人
」
は
話
者
同
士
し
か
知
ら
な
い
唯
一

の
存
在
で
あ
り
、
文
脈
上
唯
一
無
二
の
話
題
の
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。

例
文
ｃ
は
「
当
人
」
を
使
う
。
例
文
ｂ
と
は
異
な
り
、「
当
人
」
は
事
件

に
関
わ
っ
た
複
数
の
立
場
に
い
る
人
た
ち
を
指
し
、
唯
一
指
示
で
は
な
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
漢
語
接
頭
辞
に
関
す
る
研
究
の
流
れ
を
簡
略
に
ま
と
め
た
。
語

彙
研
究
を
中
心
に
し
た
論
考
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
自
身
に
と
っ
て
も
学
ぶ

こ
と
が
多
か
っ
た
。
漢
語
接
頭
辞
の
認
定
と
分
類
に
つ
い
て
は
、
中
国
語
に

お
け
る
字
本
位
か
ら
出
発
し
、
模
索
し
な
が
ら
筆
者
な
り
の
基
準
を
打
ち
立

て
た
。

本
稿
に
収
集
し
た
漢
語
接
頭
辞
だ
け
で
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
多

く
の
語
を
対
象
と
し
て
、
用
例
調
査
を
通
じ
た
研
究
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

副
詞
性
が
強
い
漢
語
接
頭
辞
と
指
示
を
表
す
漢
語
接
頭
辞
は
、
類
似
関
係
が

多
数
見
ら
れ
る
た
め
、
各
々
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
今
後
の
個
別

語
彙
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
ら
を
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し

て
力
を
入
れ
た
い
。
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注

（
１
）
「
原
辞
」
は
「
形
態
素
」
に
あ
た
る
も
の
。

松
下
大
三
郎
『
改
選
標
準
日
本
文
法
』(

一
九
三
○
）「
原
辞
は
詞
の
材

料
で
あ
っ
て
説
話
構
成
上
に
於
け
る
言
語
の
最
低
階
級
に
在
る
」

（
２
）
山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
学
概
論
』(

一
九
三
六
）「
接
辞
は
単
語
の
内

部
に
於
け
る
遊
離
す
る
性
質
を
有
す
る
部
分
に
し
て
既
に
成
立
せ
る
単
語

又
は
語
幹
に
付
属
し
て
稍
複
雑
な
る
意
義
を
有
す
る
単
語
を
構
成
す
る
も

の
な
り
」

（
３
）
曹
佳
楽
（
二
○
一
八
）「
高
程
度
」
を
現
す
漢
語
接
頭
辞
に
つ
い
て

（
立
教
大
学
日
本
文
学
大
会

口
頭
発
表
レ
ジ
ュ
メ
）

（
４
）
本
稿
で
は
「
漢
語
接
頭
辞
」
と
呼
ぶ
が
、
野
村
氏
の
研
究
で
は
「
前
部

分
の
接
辞
性
語
基
」
と
呼
ぶ
。

（
５
）
曹
佳
楽
（
二
○
一
七
）「
概
算
」
を
表
す
漢
語
接
頭
辞
に
つ
い
て

参
考
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記
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知
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』
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金
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版
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書
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水
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７
．「
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接
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学
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６
（
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．「
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熟
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の
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９
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浩
子
．
１
９
８
５
．「
否
定
接
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辞
『
無
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不
・
非
』
の
用
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に
つ
い
て

の
考
察
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月
刊

言
語
』
１４
（
６
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―
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．

サ
ト
ー

ア
メ
リ
カ
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川
崎
晶
子
・
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ー
ニ
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ロ
ン
ギ
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１
９
８
２
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語
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の
位
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あ
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否
定
的
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意
味
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造
語
要
素
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不
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未
・
非
』
の

意
味
と
使
わ
れ
方
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日
本
語
と
日
本
文
学
』
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１
―
１０
．
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山
奈
保
子
．
１
９
７
４
．「
接
辞
『
不
』『
無
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
学
習
院
大

学
国
語
国
文
学
会
誌
』
１７：

１９
―
２８
．

丹
保
健
一
・
倪
永
明
．
２
０
０
０
．「
接
頭
辞
『
不
（
ブ
）』『
無
（
ブ
）』
を
め

ぐ
っ
て
」『
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
５１：

９９
―
１０７
．

山
下
喜
代
．
２
０
１
３
．「
接
辞
性
字
音
形
態
素
の
造
語
機
能
」『
現
代
日
本
漢

語
の
研
究
』
東
京
堂

８３
―
１０８

田
村
泰
男
．
２
０
０
５
．「
現
代
日
本
語
の
接
頭
辞
に
つ
い
て
」『
広
島
大
学
留

学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
１５：

２５
―
３６
．

吉
村
あ
き
子
．
１
９
９
９
．『
否
定
極
性
現
象
』
東
京：

英
宝
社

吉
村
弓
子
．
１
９
９
０
．「
造
語
成
分
『
不
・
無
・
非
』」『
日
本
語
学
』
９

（
１２
）：

３６
―
４４
．

【
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類
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・
朝
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新
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聞
蔵
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル（

そ
う

か
ら
く

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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